
【英語】 

〜ClassPad.net の各種ふせんを活⽤する〜 

英語を⽤いて「相⼿に伝わる」プレゼンテーションを考える授業 
効果的なプレゼンテーションを⾏う⼒を養う。 
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英⽂はテキストふせんで提⽰する。
教員からの提⽰はテキストふせんに
とどめ、⽣徒にやってもらうプレゼ
ンテーションで⾃主的に⼯夫しても
らう余地を残すようにする。 
 
 
 
⽣徒に新規でデジタルノートを作成
させ、そこに各種ふせんを⽤いてプ
レゼンテーションの素材を⽤意して
もらう。 

 

概要の説明 
特定の地域について書かれた英⽂を想定
し、⽣徒⾃⾝が訪れたことのある(もしく
は⾏ってみたい、気になっている)場所に
ついて紹介するプレゼンテーションを英
⽂で作成するという授業内容を伝える。
その際、誰のプレゼンテーションが最も
良かったかを最終的に投票させることを
説明する。 
 
 
授業の復習・ポイントの説明 
教科書本⽂で紹介されていた地域の特
⾊・建築物などについて復習し、「どの
ような点を紹介すればよいか」という点
を、具体的な構⽂や単語・連語等を⽤い
て⽣徒に理解させる。 
 
 
個⼈作業 
紹介したい場所・地域が決定したら、個
⼈でのプレゼンテーション作成を⾏う。
発表の形式は⾃由とし、テキストふせん
を使ってプレゼンテーションのスライド
を作ってもよいし、動画や写真をふせん
に貼り付けてもよいものとする。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：⽣徒それぞれの興味・関⼼に沿った、オリジナルの発表を⾏ってもらうことで、

英語学習に⾃主的・意欲的に取り組ませる。  
⽣徒向けの⽬標：英語による発表を通してスピーキング能⼒を⾼め、汎⽤的なスキルとしてのプレ 
        ゼンテーション能⼒を⾝につける。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の理解促進  ：ClassPad.net の各種ふせんやスライドショー機能などを⽤いることで、⽣徒が

発表内容を視覚的に理解しやすくなる。  
・探究学習促進   ：授業の発展的内容を主体的に学び、それを⽀える様々なコンテンツを⽤いるこ

とで⽣徒の学びを深める。  
・⽣徒の集中⼒アップ：ClassPad.net を利⽤して視覚的に興味を引きやすいプレゼンテーションを⾏う

ことで、⽣徒の集中⼒が促進される。 
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グループ内で発表させる際には、各
⽣徒が持っている端末を⼩さい電⼦
⿊板に⾒⽴てて実演してもらう。 
聞き⼿には、話し⽅やふせんの使い
⽅などについて良かった点・改善点
を指摘できるようにさせる。 
教員も各グループを巡回し、時間の
許す限りフィードバックができると
よい。 
 

 

 
 
各グループの代表となった⽣徒に
は、端末を電⼦⿊板やプロジェクタ
ーにつないでもらい、前に出て step3
で作成したデジタルノートを投影し
ながら発表してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宿題は、step3 で作成したデジタルノ
ートを直接修正させるのではなく、
コピーしたものを修正するように指
⽰する。その上で、修正前と修正後
の両⽅を PDF にして提出させ、どこ
をどのように改善したのかわかるよ
うにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
リンクふせんの案内をする。紹介す
るリンクの例は以下。 
【YouTube チャンネル：TED】 
https://www.youtube.com/@TED 
 
【YouTube 動画：Welcome to The 
Hawaiian Island〜癒しの世界へ〜】 
https://www.youtube.com/watch?v=l
xZM9YvtAUo 
 
【YouTube 動画：8Dエスケープ | 
紹介編 | オーストラリア政府観光
局】 
https://www.youtube.com/watch?v=
9lAvjpoyicQ 

グループワーク 
クラスをいくつかのグループに分け、個
⼈で⾏った作業をグループのメンバーに
⾒せながら、各グループ内で発表させ
る。グループのメンバー全員が発表を終
えたら、挙⼿で投票を⾏ってクラス全体
で共有すべき発表を決定してもらう。時
間があれば、フィードバックとして話し
⽅で改善すべき点を指摘し合わせる。 
 
 
 
 
クラス全体でのワーク 
step 4で選ばれた各グループの代表者に
発表をしてもらう。この時、⽣徒は「そ
の場所に⾏きたくなったか」「スライド
はわかりやすかったか」「発表者の態
度・声量」などの観点から評価し、最も
優れていた⽣徒に投票させる。各発表者
に対して⽣徒に質問させたり、教員が簡
単なフィードバックをしたりする。教員
がフィードバックする際は、実⽤的なス
キルとしてのプレゼンテーション能⼒と
いう観点からアドバイスできるとよい。 
 
 
 
まとめ・宿題 
授業内容を振り返り、発表を⾏った⽣徒
を改めて称えるとともに、本⽇のフィー
ドバック内容を踏まえてスライドをブラ
ッシュアップするという宿題を提⽰す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
TED Talkや各国の観光局による紹介動
画などの「お⼿本」から学び、次回以降
の活動に⽣かしてもらう。 
 
 
 
 
 
 

step3 
step3 

step4 

step5 

step6 

step7 


